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最重度知的障害児 にお ける援助を選択肢 とした選択行動に関する礙窯

　　　　　　　　　岩本　仁

　　 （東京学芸大学大学院教育学研究科》

Key 　W ◎ rd 　： 最重度知的障害　援助　選択行動

1．問題および目的

　 知的障害児には コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動に問題

を持つ 者が多い。近年、こ とばを持たな い最重度知

的障害児の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動の援助手段とし

て、選択行動に関する研究が注 目されて いる。こ の

援助手段では、単純な反応型を分化 的に使用できる

こ とにより、 どちらかの選択肢を要求できる。これ

まで の研究で提示され て きた選択肢は、食物 、 飲料 、

遊具、学習
．
課題、作業課題、余暇活動等が主なもの

であ り、援助を選択肢とした研究は筆者の知る限り

見られなか っ た。

　 しかし 、 援助は全面的援助と部分的援助に分類す

る ことができる 。 もし、全面的援助 と部分的援助を

選択で きる条件で部分的援助を選択する最重度知的

障害児に対して 、全面的援助しか要求できない条件

を設けるな らば、そ の援助は過剰な援助となり、 自

発的に活動に取 り組む機会を減 らすこ とになる。逆

に、全面的援助と部分的援助を選択で きる条件で 全

面的援助を選択する最重度知的障害児に対して 、部

分的援助しか要求で きない条件を 設ける な らば、活

動か らの逃避を生起させやすくな り、自発的な活動

へ の 取 り組み を生起させ難くす る。以上か ら、全面

的援助と部分的援助を選択できる条件で、どちらか

に反応型が偏るならば、援助を選択肢 として提供す

る こ とは、最重度知的障害児の活動に対する自発性

を高めるため に有効で あると考え られ る。

　そ こで、本研究にお い て は、機能的に こ とばを使

用で きな い 1名の最重度知的障害児を対象として、

異なる 2種類の援助を選択肢として提示する条件で

反応型の偏りが見 られ るか を検討する。

2．方法

1）対象児 ：17 歳 2ヶ 月の て んかんを伴 っ た最重度

知的障害女児。指導開始時、本児は、MA が 2歳 4

ヶ月、IQ が 13（田中ビネー知能検査）であっ た 。 活動

が一一入で はで きな い 状況に置かれると、近 くにい る

大人の顔を見た り、課題か ら逃避する等の行動が見

られるだけで、援助要求言語行動は見られなか っ た。

単語はい くつ か見 られるが、機能的に使用する こ と

はで きず、大人の注 目を引くために使用されて い た。

2）指導期間および場所 ：1999 年 9 月から2000 年

1月まで 、原則 として週 1回、15分程度の指導を合

計で 12 セ ッ シ ョ ン行 っ た。指導場所は 丁大学カウ

ンセリング室であっ た。対象児 とメインセ ラピス ト

（以下、MT ）が机を挟んで向かい合わせで座り、サ ブ

セ ラピス ト（以下、ST）は対象児の隣に座っ た。

3）指導手続き ：

（1）モデル提示場面 ：櫞 児の 目前で、ST がパ ズ

ル課題 を行い、全面的援助の例と部分的援助の例を

1阿ずつ 示 した。 1人で パズルを完成で きない時、

ST は机上右側に置 い て ある 2枚の絵カ
ー

ドを見て 、

どちらか一一方を手に取 り、MT に渡した。　MT は、

絵カードA を渡された場合には替わりにパ ズル を完

成させるとい う全面的援助を行い 、 絵カードB を渡

された場合 には残 りの ピ
ー

ス の 正 しい位置を借差す

と い う部分的援助を行 っ た。

　（2）BLP1 ：対象児はパ ズル課題 を行 っ た。 1入 で

パ ズルを完成で きな い時、櫞 児は机 ヒ右側に 躍 い

て ある 2敦の絵カ
ー

ドを見て 、どちらか ・・方を手に

取 り、MT に渡 した（標的行動）。］WW は n 絵カードA

を渡された場合に は全面的援助を行い、絵カー
ドB

を渡された場合には部分的援助を行っ た。標的行動

が 自発しな い場合は、次の パ ズル に移行 した。

　（3）指導期 ： 8LP1 と同様の手続きで 、標的行動

が自発 しな い場合は。ST がプロ ンプトフ ェ イディ

ング法を用 い てその標的行動を プロ ンプトした。

　  B認 2 ：BLP1 と同様の 手続きを行 っ た。

4）観察・分析方法 ：WR 録画した全セ ッ シ ョ ンで 、

絵カードの選択率、援助要求充足後に生起した反応
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型の 生起率を算出した。

5）観察の信頼性 ：実験に参加して いない観察者と

指導者との観察の
一
致率は 93％であ っ た。

3．結果

1）絵カードの選択率につ いて（図 1）：セ ッ シ ョ ン

別 に経過を見て い くと、セ ッ シ ョ ン 1（BLP1）では絵

カードA 、B ともに選択率 0％であっ た。セ ッ シ ョ

ン 2， 3， 4 ではセ ッ シ ョ ンごとに選択率の高低が逆

転した。セ ッ シ ョ ン 5，6，7，8，9では部分的援助

を受けられる絵カー ドB の選択率の方力犒 かっ た 。

セ ッ シ ョ ン 10，11では全面的援助を受けられ る絵

カード A の選択率の方が高か っ た。セ ッ シ ョ ン

12（BLP2 ）で は再び絵カードA 、　 B ともに選択率 0％

とな っ た。セ ッ シ ョ ン全体を通 して見ると、全面的

援助を受け られる絵カードA の 選択率が 40％で あ

っ たの に対し、部分的援助を受けられ る絵カードB

の選択率は 60％ で あっ た。

2）援助要求充足後の反応型の 生起率（図 2）：MT の

援助を受けて パズル課題が完成 した後に生起した対

象児の反応型は、声を出して 笑う、拍手する等で あ

っ た。これ らの生起率をセ ッ シ ョ ン別に経過を見て

い くと、セ ッ シ ョ ン 1（BIJPI＞で は絵カードA 、　B と

もに生起率 0％ であっ た。セ ッ シ ョ ン 2 からセ ッ シ

ョ ン 11 までは、連続して部分的援助を受けられる

絵カ
ー

ド B の 生起率の方が高か っ た。セ ッ シ ョ ン

12（BLP2）では再び絵カ
ードA、　 B ともに生起率 0％

とな っ た。セ ッ シ ョ ン全体を通して見ると、全面的

援助を受けられる絵カー ドA の生起率が 34β％ であ

っ たの に対し、部分的援助を受けられる絵カ
ー

ドB

の 生起率は 70
，
8％ で あ っ た。

4 ．考察

　結果 1）で示 したよ うに、セ ッ シ ョ ン 5，6，7，

8，9で連続して部分的援助に偏 りが見られて いたの

が 、 セ ッ シ ョ ン 10，11 で全面的援助に偏りが逆転

したの は、パズル課題を長期に渡 り行い続けた こ と

によ り、課題に対する動機付けが弱まっ たためで あ

ると考え られる。つ まり、動機付けが強い ときは部

分的援助に偏 りが見られるが、 動機付けが弱くなる

と全面的援助に偏 りが見 られると考えられる。

　
一
方、セ ッ シ ョ ン全体を通してみる と、対象児 は

あま り大きな偏 りで はないが 、 部分的援助に偏 りが

見 られた。これは、対象児にとっ て 、 全面的援助と

部分的援助の間に強化価の差はあっ たが、あまり大

きな差で はなか っ たため で ある と考えられ る 。 また、

援助要求充足後の反応型 の 生起率で も、全面的援助

よ り部分的援助の方の生起率が高か っ た こ とは、上

記の考えを裏付けるもの として考え られる。

　反応型に偏りが見られたため、援助を選択肢とし

て提供することは、本児のパ ズル課題に対する自発

性を高めるために 、 有効で あると考え られる。

　本研究では、一
つ の課題だけで指導を行っ た。 今

後は、複数の課題におい てより詳 しく検討する必要

がある。　　　　　　　　　　　 （【WAM （yrO　Jin）
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図2 援助要 求充 足後の 反 応型の 生起率
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